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	厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業）
	分　担　研　究　報　告　書
	モニター評価を実践する人材の育成プログラム開発
	研究分担者　蜂須賀　知理　東京大学大学院情報学環　講師
	A．研究目的
	支援機器は、障害者が自立した日常生活を送り、活動や参加を実現するために必要不可欠な道具である。利用者の多様化したニーズや障害種別、心身機能特性、生活環境に適用するため、製品化の過程で実際の使用場面に即したモニター評価を行い、機器や運用の改善点を抽出することが重要である。そのため、近年モニター評価を実施するための基盤整備や、評価を行う人材の育成、評価指標の策定などが進められている。
	本分担研究の研究期間2年目では、1年目にモニター評価への参加経験者を対象とした調査から得られた結果について、多角的視点での検討を行い、より具体的な教育・研修プログラムの枠組みを構築することを目的とする。具体的には、モニター評価参加経験のない対象者において、モニター評価に関連した知識を学ぶ教育・研修プログラムに対する意見を聴取し、モニター評価への参加経験の有無を問わず活用可能な教育・研修プログラムの枠組みについて明確化する。また、研究期間1年目と2年目のアンケートおよびヒアリング調査から得られた内容...
	B．研究方法
	(3)モニター評価を実践する人材の育成プログラムの開発
	・方法：研究期間1年目（R3年度）に実施したオンライン・アンケート調査の回答者（有効回答数68件）の中から、「モニター評価への参加経験がない」回答者を対象として、オンラインでのヒアリング調査を実施する。また、1年目と2年目のヒアリング調査を通じて得られた結果に基づいて、e-ラーニング・アプリケーションのプロトタイプを構築する。さらに、構築したプロトタイプを用いて支援機器のモニター評価ならびに支援機器（開発・使用）に関する教育プログラムの有用性、期待感、課題の抽出を行う。
	・計画（R4年度）：① R3年度と異なる対象者に対する追加のヒアリング調査、② e-ラーニング・アプリケーションのプロトタイプ構築、③ プロトタイプに対する大規模オンライン・アンケート調査を、下記手順に従って実施し、収集されたデータからe-ラーニングを含む人材育成プログラムの新たなフレームワークおよびその活用方法を提案する。
	手順①：ヒアリング調査
	オンライン会議ツール（Zoom）を活用して、オンラインでリアルタイムのヒアリングを実施する。ヒアリングの目的は、「1. これまでの支援機器開発・使用現場との関わり方」、「2. 支援機器開発・使用に関する教育・研修に対する意見、考え」の2項目について、具体的な内容を得ることとする。また、ヒアリングは1名のインタビュアーによるインタビューを基本形式とし、1回あたり1名または複数名を対象にヒアリングを実施するものとする。
	ヒアリング対象者は、研究期間1年目（R3年度）に実施したアンケート調査の結果から、モニター評価への参加経験のない回答者について、「職種」、「支援機器導入や選定に対する職場での決定権有無」、「モニター評価に関する教育・研修の受講経験」に基づいて分類した区分から、可能な限り各区分当たり1名以上を目標に選定した。なお、実際にヒアリング調査を実施した対象者の区分は、表1の①～③の区分であった。
	なお、ヒアリング調査は対象者ご本人の了承を得て動画記録し、ヒアリング実施後に文字起こしを行い発言内容について詳細分析を実施する。
	表1　ヒアリング対象者の区分
	手順②：e-ラーニング・アプリケーションのプロトタイプ構築
	R3年度実施のヒアリング結果において、隙間時間を活用した手軽な教育・学習への好意的な意見が得られていたことに基づき、スマートフォン上で使用可能なe-ラーニング・アプリケーションを想定し、画面遷移を視覚的に示すプロトタイプを構築する。プロトタイプ構築においては、R3年度に研究プロジェクト全体において要点抽出を行った下記項目を含めるものとする。
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	本分担研究では、モニター評価を含む医療福祉機器開発過程において、現場に実存する課題の抽出と、その解決策として提案する教育・研修プログラムについて、多角的視点での意見収集、課題の洗い出し、今後の方針（フレームワーク）の検討を行った。提案した教育・研修プログラムは、モニター評価実施フェーズにおいて、医療福祉専門職、支援機器開発職等の各視点から、「どのように工夫・改善すれば支援機器利用者にとってより良いサポートを実現できるか」という主体的な「気付き」の姿勢を有する人材を育成することを目的としている。
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